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問 12 三相 3 線式の高圧電路に 300 kW，遅れ力率 0.6 の三相負荷が接続されてい

る。この負荷と並列に進相コンデンサ設備を接続して力率改善を行うものとする。

進相コンデンサ設備は図に示すように直列リアクトル付三相コンデンサとし，直

列リアクトル SR のリアクタンス LX [ ]は，三相コンデンサ SC のリアクタンス

CX [ ]の 6 ％とするとき，次の(a)及び(b)の問に答えよ。 

ただし，高圧電路の線間電圧は 6 600 V とし，無効電力によって電圧は変動し

ないものとする。

(a) 進相コンデンサ設備を高圧電路に接続したときに三相コンデンサ SC の端子

電圧の値[V]として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

(1) 6 410 (2) 6 795 (3) 6 807 (4) 6 995 (5) 7 021

(b) 進相コンデンサ設備を負荷と並列に接続し，力率を遅れ 0.6 から遅れ 0.8 に

改善した。このとき，この設備の三相コンデンサ SC の容量の値[kvar]として，

最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

(1) 170 (2) 180 (3) 186 (4) 192 (5) 208
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問 13 変圧器によって高圧電路に結合されている低圧電路に施設された使用電圧

100 V の金属製外箱を有する空調機がある。この変圧器の B 種接地抵抗値及びそ

の低圧電路に施設された空調機の金属製外箱の D 種接地抵抗値に関して，次の

(a)及び(b)の問に答えよ。

ただし，次の条件によるものとする。

(ｱ) 変圧器の高圧側の電路の 1 線地絡電流は 5 A で，B 種接地工事の接地抵抗値

は｢電気設備技術基準の解釈｣で許容されている最高限度の
1
3
に維持されてい

る。 

(ｲ) 変圧器の高圧側の電路と低圧側の電路との混触時に低圧電路の対地電圧が

150 V を超えた場合に，0.8 秒で高圧電路を自動的に遮断する装置が設けられて

いる。 

(a) 変圧器の低圧側に施された B 種接地工事の接地抵抗値［ ］の値として，最

も近いのは次のうちどれか。

(1) 10 (2) 20 (3) 30 (4) 40 (5) 50

(b) 空調機に地絡事故が発生した場合，空調機の金属製外箱に触れた人体に流れ

る電流を 10 mA 以下としたい。このための空調機の金属製外箱に施す D 種接地

工事の接地抵抗値［ ］の上限値として，最も近いのは次のうちどれか。 

ただし，人体の電気抵抗値は 6 000 とする。 

(1) 10 (2) 15 (3) 20 (4) 30 (5) 60

- 16 -

T1-H_2024.indd   19T1-H_2024.indd   19 2024/07/23   18:58:592024/07/23   18:58:59


